
 具体的な成果の例：
 グラフの自動読み取り
 CNNによる特徴抽出＋ピクセル分類

 ｘ、ｙ軸の目盛り、凡例のラベルと形の読み取り
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 研究背景：
 論文出版数の飛躍的な増加
 専門分野の知識ベース構築コストの増加

 研究目標：
 類似論文検索・論文間関係解析
 専門文書からの知識抽出
 知識ベース構築・知識ベース補完

 研究項目：
 論文構造解析
 論文PDFの構造解析，テキスト，数式，表，図（グラフ）の領域の認識，キャプションと図表の対応などの自動化
 テキスト部の文章としての構造解析，文書検索ツールの開発

 知識ベース構築支援
 専門分野の知識データベース構築のための情報抽出の半自動化．主要な抽出項目については，作業者（アノテータ）との

インタラクティブなツールを構築，ドメイン適用可能な用語抽出，関係抽出，イベント系列抽出のツール化

 専門知識の要約，生成
 要約：単一・複数論文の要約
 生成：医療画像からの読影レポート生成，病院患者カルテからの退院サマリ生成

XMLPDF
構造解析

関係・情報抽出

アノテーションツール検索エンジン

知識ベース補完
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 専門分野のグループとの協働：
 PolyInfo（物質・材料研究機構）：ポリマーに関する特性

情報の獲得

 化合物データベース（富士通連携研究）：日本語版材料
データベースの半自動構築

 胸部画像からの読影レポート生成（富士フイルム）

図表解析
グラフの
自動読み取り

 今後の予定：
 材料系論文からの知識ベース構築支援環境
 論文解析および論文からの知識獲得
 グラフ・図表と本文との関係解析
 用語認識・関係抽出・合成プロセス抽出
 知識ベース補完

 化学物質名の英日翻訳
 日化辞の300万語（日英対訳）を訓練データに利用
 統計翻訳（SMT）、ニューラル翻訳（NMT）の併用
 両者の訳が完全一致した際の精度は、99.76%
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